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DuMA ニュースレター                              2020年 5月 6日 号外 

５月４日、５月５日深夜（実際には６日午前 1時 57分） 関東地方で緊急地震速報が鳴り響きました 

 コロナ渦の中、２晩続けて関東地方に緊急地震速報が発令されました。 

( 現在の最も近々に歪の蓄積が進んだ関東地方の地域の状況は最後に記述してます。) 

 
 上の図はつくばの防災科学技術研究所の AQUA震源速報というシステムによる地震の速報メカニズ

ム解説です。 

 

  いずれの地震もメカニズムから沈み込む太平洋プレートの上面で発生した地震です。広い意味での

東日本大震災の余震（東日本大震災の震源域からは少し外れますが、東日本大震災によりもたらされ

た歪を解消するための地震）です。 

 今回は緊急地震速報が関東地方の広い範囲に発令され、逆に驚かれた方も多かったのではないでし

ょうか？いずれの地震でも実際に観測された最大震度は４でした。 

 

気象庁ホームページから 

http://www.duma.co.jp/#!underground/c1nm0
http://www.duma.co.jp/#!underground/c1nm0
https://www.hinet.bosai.go.jp/AQUA/aqua_eq.php?LANG=ja
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緊急地震がエリアメールやテレビで発令される条件は、予想される揺れが震度５弱以上で、震度４が予

想される範囲に発令されます。幸い今回は最大震度も４であり、その震度４を観測した地域も千葉県内

のごく一部ということでした。 

 それではなぜこのように予測震度にエラーが生じるのでしょうか。実はいずれの地震も深さが５１ｋｍ，

６４ｋｍと通常の地殻内部の地震（日本では深さ３０ｋｍほどまでの深さで発生）より深かったことが誤差を

生じる原因となっているのです。 

 

緊急地震速報の限界 

 緊急地震速報が実用化されて、はや１２年以上が経過しました。緊急地震速報は、地震発生後にその

地震波が皆様の居住地に到達する前に、IT の力を用いて、情報をほぼ光速（毎秒３０万ｋｍ）で伝える

システムです。これは地震波の速度が毎秒６から８ｋｍ程度と、光速に比べれば*)極めてゆっくりなため、

実現可能なのです。例えば静岡で地震が発生した場合、地震波が東京や名古屋に到着するには１５秒

から２０秒かかります。もし、TV の生中継が静岡、小田原、東京で行われていたとすると、まず静岡が揺

れだし、次に小田原が揺れだし、最後に東京が揺れだすという事になります。緊急地震速報はまさにこ

のように情報をいかに早く伝えるかという技術であり、いわゆる地震予知ではありません。 

 より正確に言えば緊急地震”動”速報なのです。地震発生後に発表されるため、原理的な困難として、

実は最も揺れの大きな（そして最も情報が必要な）震源地付近では、緊急地震速報は間に合いません。 

 またすべて自動で処理しなければならないため、原理的に誤報が避けられないケースがあります。一

つは小さな地震が（ほぼ）同時に離れた場所で発生した場合です。個々の地震の揺れは小さくても、広

域的に揺れたと判断して、小さな地震ではなく、１つの大きな地震と判断してしまう事があります。このあ

たりの事は気象庁ホームページでも解説されています。 

 

https://www.data.jma.go.jp/svd/eew/data/nc/shikumi/tokusei.html 

気象庁ホームページより 

 

 もう一つ原理的に誤報（誤差が大きくなる）を避けるのが難しいのが、深い所（たとえば 100ｋｍという深

さで発生する地震）で発生する地震です。今回の地震はそこまで深い地震ではありませんでしたが、通

常の地殻内部の地震よりは深い所で発生した地震でした。 

 日本列島のやや深い所で発生した地震の場合、次の図に示しますように、ほぼ全ての観測点で同時

http://www.duma.co.jp/#!underground/c1nm0
http://www.duma.co.jp/#!underground/c1nm0
https://www.data.jma.go.jp/svd/eew/data/nc/shikumi/tokusei.html
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に揺れが観測されるため、判断が間に合わなかったり、揺れやマグニチュードの大きさを間違って見積

もってしまう可能性が大きいのです。 

 

  

現在、気象庁では１５０ｋｍより深い所で発生した地震については、緊急地震速報が原理的に出せな

いようです。このあたりは、逐次経験を積むことにより、ソフトウエアの改良が行われています。 

( DuMAでは  DuMAnews20180827にも同様の解説をしています。) 

 

現在の関東地方の状況 

 現在の関東地方は、地震活動が活発しており、極めて評価がしづらい状況です。地震活動を評価す

る古典的かつ有効な手法として、グーテンベルグ・リヒター則のグラフの傾きを用いたｂ値解析

というものがあります。 

 今回は詳しくは述べませんが、このｂ値解析を関東地方に適用してみると、現時点で歪の蓄

積が大きくなっているのが、房総半島沖から茨城県沖であることがわかりました。 

 もちろんそれ以外の場所が安全という訳ではありませんが、関東地方ではこの地域が茨城県

西部から埼玉県東部ともにｂ値解析に限って言えば、最も目立ちます。 

 ｂ値解析を地震前兆現象に適用することは研究中ですが、現在、新型コロナが問題となって

いる時に、地震学の知見を適用すると最も近々に歪の蓄積が進んだというのがこの地域である

ということです。 

  

http://www.duma.co.jp/#!underground/c1nm0
http://www.duma.co.jp/#!underground/c1nm0
https://a5cf5704-7cd8-4131-ba92-da2f618f8aee.usrfiles.com/ugd/a5cf57_241b5efaba4045b6bd16c8c62b343db8.pdf
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ｂ値解析により、ここ数年で歪の蓄積が最も大きかった地域。 

これ以外にも、茨城県西部から埼玉県東部も歪の蓄積が進んでいます。 

 

コロナ渦の中の地震発生による、複合災害への備えを普段からしっかりおこなって下さい。 

 ＜複合災害の DuMAの参考コラムはこちら > 

 

*) 地震波の速さ比較 

 

http://www.duma.co.jp/#!underground/c1nm0
http://www.duma.co.jp/#!underground/c1nm0
https://www.duma.co.jp/post/複合災害への備え---危機管理

